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行事で外出する時は、利用者様の住み慣れた地域へド

ライブしたり（猪目の海）行事以外でも自宅へ洋服を取
りに出かけたりしている。昔の仕事の同僚の方が来ら

れた時にはご本人様とゆっくり話せる空間を大切にして

いる。デイからお友達や親戚の方が遊びに来られたり、
同窓会のお誘いあればご本人・ご家族の意思を尊重し

て参加ＯＫ。馴染みの関係が途切れないよう支援してい
る。



退所時にはアルバムを作成し、パンフレットを再度お渡

ししいつでも連絡して頂けるよう相談に乗ったり、解決に
努めている。入院や他施設へ入所後も会いに行ったり、

敬老の日にプレゼントを持って伺うようにしている。葬儀

があれば、参列させて頂き、ご家族との良い関係を継
続している。（助死師）

入所時には必ずご本人、ご家族様に生活暦等細かく聞

いたり、記入して頂き、把握に努めている。他のサービ

ス事業所、医療の情報も一緒にカルテに閉じ、いつでも
確認できるようにしてある。入所後もご本人、ご家族様

から得た新たな情報も随時記入し、スタッフ間で共有し
支援につなげている。

楽舎式毎日の記録にケアプランの目標について毎日評
価ができるよう記録欄を設けている。気付き、気になる

所、特記事項はアンダーラインや赤ペンで記録し、ス

タッフ間で分かり易いよう工夫している。又、気付いた時
にスタッフで記録時間に支援について話合ったり、確認

している。

退院時や受診時、スタッフが通院介助をしたり、外部よ

りヘルパー、タクシーをご利用頂くこともある。一人暮ら
しの方で家の事が心配な方には一緒に自宅へ行く事も

ある。ご本人の外泊いつでもＯＫ。又、ご家族様が楽舎
へいつでも泊まる事ができるように設備を整えてある。



公民館の職員さんから、毎夏、ヘチマの苗を頂き、利用
者様と水遣りをしたり、大正琴ボランティアさんと毎月次

のリクエストを交換して楽しみとなっている。生け花のボ
ランティアさんもよく来られ、玄関まで見に出られ季節を

感じておられる。又、島根銀行さんへ、楽舎で作った作

品を展示してもらい、地域の方との接点となっている。

入院された場合、なるだけ早い段階で楽舎スタッフ、医

師、ご家族とカンファレンスを行い、今後の支援につい
て話をして決めている。必要な治療が終われば早い段

階でリハビリも兼ねて、退院受け入れをしている。入院
中は、スタッフが面会に行き、病院と情報交換をしたり、

認知レベルが低下しないよう関わりを持つようにしてい

る。

緊急時の対応マニュアルをスタッフルームに置き、いつ

でも確認できるようにしてある。119対応の職員研修を
行ったり、日頃から特変があった場合はどこへ連絡する

のか、119シートがカルテに一人一人あることや、糖尿

病、心臓病、低ナトリウム血症など、どんな症状に注意
すべきかなど話をして誰もが動けるように努めている。

ＡＥＤ研修もあり。

火災消防訓練は年2回実施しており、消防署から毎回

アドバイスを頂き、実践へ活かせるようにしている。夜間
想定での避難訓練や、水害時の避難についても訓練を

行い、避難誘導アセスメントを行い、全職員が速やかに
避難誘導、連絡ができるよう訓練している。ネームプ

レートがあり、地域の方が助けに来てもより分かるよう

にしてある。



利用者の方の自尊心を傷つけない様配慮し、敬語を使

い声かけをしている。又外出される際にも自信を持って
楽しく、気軽に外部の方と交流ができる様に明るくおしゃ

れな格好で外出して頂いたり、外部の方にプライバシー

が漏れない様パット等はハンカチに包みバッグに入れる
等配慮している。

利用者様の思いを形にできる様、選択肢を用意して自

己決定して頂ける支援をしている。その日に着たい服を
一緒に選ぶ、バイキングをして好きなものを好きなだけ

取って食べる、献立を一緒に決める。お茶は、好きな物
を選んで頂いている。ほしい物を一緒に買いに出かけ

る。等

大きな一日の流れはあるが、時間を区切らず利用者様
が望まれる事に対し、出来るだけ個々のペースに合わ

せる支援を行っている。食べるのがゆっくりの方、居室
で過ごすのが好きな方、庭へ出て花を作るのが好きな

方テレビや新聞を楽しまれる方と今までのその方の生

活暦を考慮して、自由に過ごして頂いている。

月に1度、移動美容院が来て、カット、パーマ、カラー、
髭剃りなどされている。楽舎スタッフに元美容師もいて、

希望に応じて散髪もしている。毎朝男性は髭剃り声か

けを行い、入浴時女性も顔そりをする等整容に気を配っ
ている。毎晩、パックをしたり、髪を巻いたりされる方も

いて、その方のペースに合わせて支援している。外出時
は、スラックスを履いて頂いたり、お化粧を楽しんでも

らっている。

利用者の方に何が食べたいか伺いながら一緒に料理

を作っている。食事の準備（野菜を切る、盛り付け、配
膳）や片付けを会話をしながら行う事で家事参加を促

し、食事が楽しみとなる様支援している。匂いや、彩り、
旬の食材を使うなど季節感を大事にしている。

食事量や水分量は一目で分かりやすいようにカルテに

毎日記録している。食事が入りにくい方にはパン、おに
ぎり、ふりかけなどで対応している。献立ノートがあり、

利用者さんの声や残飯量を記録し、より食べやすい献

立を考えたり栄養が偏らないよう配慮。水分はお茶、ゼ
リー、熱いのが好きな方、糖質0などそれぞれに合わせ

た物を提供。






